
 

 

 

 

 

 

【分野名：社会科学】                                   

大   学   名  神戸大学 

拠点のプログラム名称  「市場化社会の法動態学」研究教育拠点 

中核となる専攻等名            法学研究科経済関係法専攻 

拠点 リ ー ダ ー 氏名  根岸 哲  

《拠点形成の概要》 

 本プログラムは、世界的規模で進展する社会の市場化に伴い、大きく変容する市場の

法秩序に対応する動態的な法学の構築を、世界水準で行うものである。そこでは、法秩

序の変容について、法学が中心となり、社会学、社会心理学、経営情報科学などの行動

科学と、領域横断的な連携をはかり、その実相とあり方を明らかにし、それを「市場化

社会の法動態学」として、世界に先駈けて提示する。 

本拠点に「市場化社会の法動態学」研究センターを設置する。そこで、基礎研究、応

用研究、教育プログラム開発研究の３分野を設け、各分野の密接な連携のもとに、領域

横断的に研究を進める。基礎研究分野は、市場の世界的拡大による法秩序の多元化とい

う現象を、実証的、領域横断的かつ理論的見地から研究する。応用研究分野は、変容す

る市場に対応する新たな法制度・規整方法・紛争管理手続につき、具体的な政策提言を

する。教育プログラム開発研究分野は、法科大学院における法曹をめざす者、および、

交渉と合意を支援する専門家のそれぞれに対する教育のモデルプログラムを開発する。 

ここでは、次世代研究者の育成を最重要視する。そのために、国内外の若手研究者を、

公募により、２年ないし３年程度の任期で採用し、それらの者が本拠点の研究資源を自

由に活用し、創造的な研究を行うための環境を提供する。 

あわせて、本拠点を、国際的な研究ネットワークの拠点とする。そのために、海外の

大学とのこれまでの交流経験を基礎として、研究ネットワークの一層の展開と強化を図

る。    

 

 

 


